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主体的に学び合い 共に高め合う 心豊かな大道っ子の育成  

＜昨年度の実態＞ 

○学力調査から  

全国、県、市ともに全国平均

以上。  

・言葉や文で考えを説明するこ

とが苦手  

・複数の情報を整理し、結びつ

けて考える力や目的や意図

に応じてデータをもとに自

分の考えを書くことが苦手

である。  

・活用力は高い  

○「自分の考えをまとめ発表す

ることができる」と回答する

令和元年一学期６０％  

学校教育目標  

 

〇子どもの実態・学力調査の

分析結果を日常に活かす  

〇新大分スタンダードの視点  

 での授業改善  

  ・課題の質とまとめの設定  

・考えを交流する話し合い

の場の工夫  

  ＊ペア・グループトーク  
  ＊思考ツール・ホワイトボード  

〇算数単元末少人数指導  

 授業終末の「確かめ問題」  

〇「書く力」の向上…おおみ

ちタイムでの視写  

 

 

○家庭学習の習慣化を図る 

・低 30 分、中 45 分、高 60 分 

・児童アンケートで「目標以上」「目標と同

じ」を 80%以上にする。(2 学期 75.8%) 

〇生活習慣の改善を図る 

・「決まった時間に寝る」を 70%以上にする。  

(2 学期 58.6%) 

 ・ケータイ・スマホ・ゲームのきまりを守

る。 

  小中一貫３校共通…21 時以降使用しない 

〇家庭での体力アップをめざす 

 ・「お家でチャレンジ」シート(上体おこし・

長座体前屈等)で、家庭での運動を促す。 

家庭での取組 
 

○学校教育活動に応じた保護者・地域住民の 

講師やボランテイアを昨年以上にする 

〇校区公民館との連携した活動 

①わくわく広場・子どもサロン『公民館夏休

み塾（4 年生以上参加）』の実施→18 日間  

②授業支援…5.6 年家庭科ミシン・昔の遊

び・昔のくらし体験・絵手紙 

③環境整備…花壇の整備 

〇小中連携…学習規律の統一・各教科研究 

 小小連携…学力の課題から、改善方法を共有 

      書く力(視写の取り組み) 

地域での取組 

学校経営の重点

項目  

達成指標  取り組み項目  具体的な取り組み内容

目標値  

学校研究での取組 


